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令和２年度補正予算の概要 

 

Ⅰ 補正予算の規模 

１ 経常収益（収入）   ＋２１２，２４７，３７２円 

  （補正後の金額   １，６５７，１４２，３７２円） 

２ 経常費用（支出）   ＋２４１，２３９，６２０円 

  （補正後の金額   １，６８２，８７４，６２０円） 

３ 当期経常増減額（収支差） 

  ３，２６０，０００円→△２５，７３２，２４８円 

  （△２８，９９２，２４８円） 

 

Ⅱ 当初予算に対する主な変更 

１ 研修事業の一部中止 

（１）一般教育 

   収 益：５２，２７５，０００円→１０，６２７，７００円 

       （△４１，６４７，３００円） 

   事業費：１１，３２９，１８８円→ ７，３８５，９０４円 

       （△ ３，９４３，２８４円） 

（２）認定看護管理者研修 

   収 益：２６，７１０，０００円→３０３，０００円 

       （△２６，４０７，０００円） 

   事業費：１１，１５２，０００円→６６３，４００円 

       （△１０，４８８，６００円） 

（３）医療安全大会の中止 

   事業費：６６０，０００円→０円 

（４）埼玉県看護研究学会の開催方法変更 

   収 益：１，８００，０００円→２２４，０００円 

       （△１，５７６，０００円） 

   事業費：１，９３０，０００円→２８４，０００円 

       （△１，６４６，０００円） 

 

２ 支部活動の一部中止 

    支部予算の減額：２５，３８２，０００円→１１，２４５，０００円 

            （△１４，１３７，０００円） 

 

３ 委託事業 

（１）新規 

ア 埼玉県 

  （ア）宿泊療養施設支援業務 

     事業費：３６，７０６，５６０円 

 

  （イ）受診・相談センター業務（帰国者・接触者相談センター電話相談業務） 

     事業費：２３９，４４８，２２４円 
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イ さいたま市 

    新型コロナ冬期サポートダイヤル業務（帰国者・接触者相談センター電話相談業務） 

     事業費：３２，６８５，４８７円 

（２）減額 

   １６事業→減額６事業、中止２事業 

     委託金額：２７４，１６８，０００円→２６３，５７７，０００円 

          （△１０，５９１，０００円） 

 

４ 補助金 

（１）国 

  サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業費補助金 

    補助額：２，９９５，０００円 

（２）日本看護協会 

  補助対象事業の中止（認定看護管理者研修） 

  補助額の減額：９，３０４，１１０円→６６４，０００円（△８，６４０，１１０円） 

 

５ 訪問看護ステーション事業費の振替 

教育事業、受託事業及び法人会計の３事業→訪問看護ステーション事業を加えて４事業 

 


